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◇政府原案の概要
　平成 23年度の予算案は、税収入を前年度の
37兆円から少し増加させた約 41兆円程度と
し、あわせて平成 22年度と同水準の約 44兆円
の国債を発行して約 92兆円の歳出総額となっ
ています。その中で、平成 23年度の公共事業
費については、「元気な日本復活」という方向
で事業の効率的な実施と地方主権に配慮した内
容となっています。
　具体的には、23年度予算案では、「循環型社
会形成推進交付金」などの廃棄物処理施設整備
費は、予算額全体で約 69億円（△ 10.7％）減
の約 576億円になっております。
　その減額分は最近の地方公共団体の厳しい財
政状況を反映しての建替え延期や施設の長期稼
働傾向を受けた施設整備費の要望減を踏まえて
の減額となっています。

　このため、施設の老朽化が一層進むことが懸
念されますが、22年度から新たに追加された
基幹改良事業費の活用により施設の延命化対策
が進むことが期待されます。
　いずれにしても、今後の循環型社会構築、低
炭素社会推進のために必要な施設の整備に不可
欠な予算として関係者の十分な活用を期待して
います。
　なお、23年度から創設された一括交付金制
度は、都道府県事業に対して導入され、その詳
細はまだ不明ですが、市町村事業の廃棄物処理
分野については適用がありませんでした。
　今後 24年度予算において、市町村事業であ
る廃棄物事業について､ 一括交付金化が検討さ
れるとの見通しであり、今後とも留意していく
必要があります。

　　平成 23 年度 環境省
廃棄物処理施設整備費予算（案）等について

（社）日本環境衛生施設工業会　事務局

　平成 22年 12月 24日に平成 23年度予算案が発表されました。
　その中で、一般廃棄物関連予算は、本誌の ｢平成 23年度廃棄物・リサイクル対策関係予算（案）
の概要で紹介されています。また、環境省のホームページ（http://www.env.go.jp）でも平成 23
年度環境省重点施策、平成 23年度環境省予算（案）事項別表、平成 23年度環境省予算（案）主要
新規事項等の概要として紹介されています。

（参考）
　公共事業 （単位：百万円）

平成 22年度
予算額

平成 23年度
予算案額

対前年度
差引増△減額

対前年度比
（％）

廃棄物処理施設 64,507 57,623 △ 6,884 89.3
（内　数）
ごみ処理施設等 40,146 35,596 △ 4,550 88.7
浄化槽 12,040 10,969 △ 1,071 91.1
廃棄物処理センター等 5,816 1,512 △ 4,304 26.0
PCB処理施設 6,400 9,400 3,000 146.9
廃棄物処理施設災害復旧補助金 0 50 50 －
廃棄物処理施設整備事業調査諸費 105 96 △ 9 91.4

＊環境省計上の交付金は 351億円




